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2平成25年12月号

歩
み
続
け
て
60
年

　11
月
７
日
（
木
）
、
江
府
町
の
町
制

施
行
60
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
、
江

府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
江
府
町

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
人
や
団
体
に
表

彰
状
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
当
日
は

来
賓
や
表
彰
者
ら
約
１
４
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　竹
内
町
長
は
式
典
に
先
立
ち
、
「
今

年
で
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
ひ
と
え
に
江
府
町
を

築
い
て
き
た
先
輩
方
の
努
力
と
、
町
民

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
60
年

の
歳
月
の
中
で
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

奥
大
山
の
豊
か
な
自
然
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
町
の
将
来
像
で
あ
る
『
小
さ
く
て

も
元
気
で
明
る
い
輝
き
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
』
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民
の
皆

様
と
共
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　式
典
の
最
後
に
は
、
出
席
者
全
員
で

万
歳
三
唱
を
行
い
、
町
制
施
行
60
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。
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▽
自
治
功
労
表
彰

　森
田

　
　智

　川
端

　雄
勇

　長
岡

　邦
一

　越
峠

　惠
美
子

　日
野
尾

　優

　田
中

　幹
啓

　上
原

　二
郎

　川
上

　富
夫

　川
上

　和
人

　河
上

　貞
也

　藤
田

　孝
義

　川
上

　
　誠

　芦
立

　喜
明

　大
岩

　泰
彦

　勝
見

　
　純

　宮
本

　正
啓

　宮
本

　勅
寛

　小
林

　
　榮

　石
原

　忠
哉

　野
田

　克
人

　関
内

　一
博

　一
二
三

　八
郎

　浦
部

　政
紀

　新
見

　一
郎

　河
上

　滋
彦

　河
本

　昊
道

▽
教
育
功
労
表
彰

　三
好

　
　環

　藤
原

　成
雄

　遠
藤

　敏
彦

　木
村

　悦
子

　小
椋

　和
美

　江
府
町
体
育
協
会

　江
府
町
文
化
協
会

　明
徳
学
園
学
生
自
治
会

▽
社
会
功
労
表
彰

　清
水

　忠
良

　井
上

　廉
女

　山
根

　博
司

　生
田

　三
那
子

　生
田

　春
美

　森
田

　晴
雄

　江
府
町
赤
十
字
奉
仕
団

　江
府
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▽
農
林
業
功
労
表
彰

　越
峠

　嘉
道

　川
上

　節
夫

　長
岡

　邦
一

　川
上

　公
行

　河
上

　貞
也

　森
田

　培
孝

　宇
田
川

　光
雄

　川
上

　明

　藤
田

　一
男

　み
ち
く
さ
推
進
会
議

　鳥
取
西
部
農
協
江
府
支
所

　
　
　
　
　
　白
ね
ぎ
生
産
部

▽
商
工
業
功
労
表
彰

　川
端

　雄
勇

　浦
部

　二
郎

　上
原

　二
郎

　川
上

　和
人

　川
端

　登
志
一

　奥
田

　功
司

　小
谷

　幸
之
介

　住
田

　孝
昭

　藤
原

　登

　江
府
町
商
工
会
青
年
部

　江
府
町
商
工
会
女
性
部

　江
府
町
商
工
会
小
売
部
会

　江
府
町
商
工
会
建
築
部
会

▽
保
健
衛
生
功
労
表
彰

　江
府
町
食
生
活
改
善

　
　
　
　
　
　推
進
協
議
会

▽
地
域
活
動
功
労
表
彰

　藤
田

　一
男

　本
高

　善
久

　藤
田

　久
人

　下
蚊
屋
荒
神
神
楽
保
存
会

　こ
だ
い
ぢ
踊
同
好
会

　貝
田
傘
踊
保
存
会

　荒
神
神
楽
菖
風
社

　小
谷

　元
伸

　山
陰
合
同
銀
行

　サ
ン
ト
リ
ー

　
　ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

　ア
イ
リ
ス
合
唱
団

　㈱
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ

　
　奥
大
山
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　サ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱

　㈱
サ
ン
エ
ス
奥
大
山
水
工
場

60th Anniversery
町制施行60周年記念式典

わ
た
し
た
ち
は
、
豊
か
な
文
化
と

自
然
を
受
け
継
ぐ
江
府
町
民
で
す
。

豊
か
で
快
適
な
町
を
つ
く
る
た
め

こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
人
を
敬
い
、
や
さ
し
い
心
を

育
て
ま
し
ょ
う
。

一
、
健
康
で
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
明

る
い
家
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
自
然
を
活
か
し
、
個
性
の
あ

る
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
教
養
を
高
め
、
清
新
な
文
化

の
創
造
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
安
全
で
快

適
な
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

―

江
府
町
町
民
憲
章―

表
彰
状
・
感
謝
状
受
賞
者
一
覧

※

敬
称
略

○
表
彰
状
受
賞
者

○
感
謝
状
受
賞
者



特集－町制施行60周年記念式典―

4平成25年12月号5 平成25年12月号

特集－町制施行60周年記念式典―

町制50周年から
　　　10年の歩み
町制50周年から
　　　10年の歩み

●江府町制施行50周年式典

●介護老人保健施設あやめが完成

●住民投票により町単独存続が決まる

●サントリー天然水奥大山ブナの森工場が完成

こ
の
十
年
の
主
な
出
来
事

平成15年
（2003年）

○江府町制施行50周年

平成16年
（2004年）

○合併の是非を問う住民投票

　を実施。江府町単独存続を

　決める。

○福田町長勇退に伴う町長選

　挙を実施｡竹内町政スタート。

平成17年
（2005年）

○江府町防災・情報センター

　竣工。防災の拠点と町民の

　憩いの場に。

○第一回江府町まちづくり町

　民会議開催。

平成18年
（2006年）

○江府町初となる誘致企業㈱

　グリーンステージ奥大山

　ファクトリーが竣工。

○介護老人保健施設あやめ竣工。

平成19年
（2007年）

○町民歌制定。

○住民参画による、江府町ま

　ちづくり推進計画を策定。

平成20年
（2008年）

○サントリー天然水奥大山ブ

　ナの森工場竣工。全国で三

　番目の天然水生産地となる。

●江府小学校誕生

●江府町消防団が全国優勝

●町営バス運行開始

●台風12号により大きな被害が発生

●全国植樹祭が開催される

平成21年
（2009年）

○町内４つの小学校を統合し、

　江府小学校が誕生。

○町営バス運行開始。

平成22年
（2010年）

○江府町消防団第一分団が全

　国消防操法大会で優勝。

○奥大山スキー場で雪崩事故

　発生。

平成23年
（2011年）

○台風十二号により、道路や

　農地などに大きな被害を受

　ける。

○町内全域に光ケーブルを敷

　設。IP告知端末の運用を開

　始。

平成24年
（2012年）

○誘致企業㈱サンエス奥大山

　水工場竣工

○江府町消防団第三分団が発

　足。女性６名が入団。

平成25年
（2013年）

○全国植樹祭開催。植樹会場

　の鏡ヶ成高原「めぐみの森」

　で記念植樹が行われる。

○築50年を超えた江府中学校

　の新築工事が始まる。

昭和28年に江府町が発足してから60年が経過しました。

今回は50周年以降の主な出来事を振り返ります。
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　国
内
で
も
最
大
規
模
の
今
大
会
に
は
過

去
最
高
の
３
，
９
５
４
点
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。

 

審
査
方
法
は
、
食
味
値
（
一
次
審
査
）

と
一
次
審
査
で
85
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
お
米

を
対
象
と
し
た
味
度
値
（
２
次
審
査
）
と

呼
ば
れ
る
機
械
測
定
の
合
計
点
で
総
合
部

門
と
各
部
門
賞
の
最
終
審
査
ノ
ミ
ネ
ー
ト

者
が
決
ま
り
、
食
味
鑑
定
士
の
食
べ
比
べ

に
よ
る
投
票
で
、
金
賞
と
そ
れ
に
続
く
特

別
優
秀
賞
が
決
定
し
ま
す
。

 

「
環
境
王
国
部
門
」
の
最
終
審
査
に
は

全
部
で
５
点
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
。
末
次
さ
ん

は
２
年
連
続
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
（
昨
年
は
特
別
優
秀
賞
）
。
そ
し
て
30

名
の
食
味
鑑
定
士
の
投
票
で
最
多
得
票
の

７
票
を
獲
得
し
、
江
府
町
初
の
金
賞
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

 
末
次
さ
ん
は
受
賞
に
つ
い
て
、
「
江
府

町
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
役
立
て
て
嬉
し

い
。今
回
の
金
賞
を
励
み
に
し
て
、来
年
は

総
合
部
門
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
よ
う
頑

張
り
た
い
。」と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
20
点
の
う
ち
17
点
が
食
味
値
85

ポ
イ
ン
ト
以
上
（
う
ち
90
ポ
イ
ン
ト
以
上

６
点
）
で
２
次
審
査
ま
で
進
む
と
い
う
過

去
最
高
の
好
成
績
で
し
た
。

 

来
年
の
第
16
回
大
会
は
青
森
県
田
舎
館

(

い
な
か
だ
て)

村
で
開
催
予
定
で
す
。

　今
大
会
の
最
終
審
査
（
官
能
審
査
＝
食
べ

比
べ
）
の
公
式
炊
飯
水
に
「
奥
大
山
の
水
」

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　大
会
を
主
催
す
る
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会

に
よ
る
と
、
美
味
し
い
ご
飯
を
炊
く
条
件
と

し
て
軟
水
（
硬
度
１
０
０
以
下
）
で
あ
る
こ

と
が
重
要
と
の
こ
と
。
「
奥
大
山
の
水
」
は

硬
度
12
と
非
常
に
や
わ
ら
か
な
口
当
た
り
が

特
徴
で
、
お
米
本
来
の
旨
味
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
「
炊
飯
に
最
適
の
水
」
と
の
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
審
査
員
全
員
に
口
直
し
用
の
水
と

し
て
も
準
備
さ
れ
、
奥
大
山
江
府
町
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

▲表彰を受ける末次さん（左から二番目）

▲最終審査の様子　審査員全員に奥大山の水が
　準備されました

第15回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会
環境王国部門で本町初の金賞受賞！

第15回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会
環境王国部門で本町初の金賞受賞！

11月23、24日の2日間、宮城県七ヶ宿(しちかしゅく)町で第15回米・食味分析鑑定コンクール：国際
大会（主催　米・食味鑑定士協会ほか）が開催され、本町からは、11月11日にJA鳥取西部アスパル
（日吉津村）で開催された「第11回日野川源流米コンテスト」の成績優秀者をはじめ、一般の部に19
点、小学校部門に1点が出品されました。

「
環
境
王
国
部
門
」
で

 

　末
次
輝
夫
さ
ん
（
杉
谷
）

　
　
　
　
　
　が
金
賞
受
賞
！

国
内
最
高
の
コ
ン
ク
ー
ル
が

　認
め
た
「
奥
大
山
の
水
」

　
　
　
　
　
　
　
　の
品
質

末次　輝夫 鳥取県

宮城県

福井県

島根県

石川県

7

7

5

5

4

コシヒカリ

ひとめぼれ

あきさかり

コシヒカリ

コシヒカリ

金賞

金賞

特別優秀賞

特別優秀賞

特別優秀賞

佐藤　信夫

松田　雅之

角谷佐佳恵

LLP横田特定農業
法人ネットワーク

住所
最終審査
得票数品種 受賞氏　名

■「環境王国部門」最終審査結果

■末次さんのお米の成績
食味値　　　94（今大会最高ポイント97）
味度値　　　78.6
合計　　　 172.6

※「環境王国部門」とは…
全国で環境王国の認定を受けている13自治体（平成25年11月現在）のお米を対象とした部門

まちの話題
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まちの話題

奥
大
山

　秋
の
味
覚
に
舌
鼓

奥
大
山
美
味
い
も
ん
祭
＆
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
奥
大
山
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ

　11
月
10
日
、
奥
大
山
古
道
保
存
協
議
会

（
会
長

　佐
々
木
満
）
主
催
に
よ
る
奥
大

山
古
道
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か

ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
鍵
掛

峠
駐
車
場
付
近
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
約
２

時
間
を
か
け
て
御
机
集
落
ま
で
歩
き
ま
し

た
。
雨
の
為
、
御
机
か
ら
笠
良
原
を
抜
け

る
ル
ー
ト
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
分
じ
っ
く
り
と
古
道
の
歴
史
や
自
然
の

植
物
・
生
き
物
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
が
詳
し

く
説
明
し
、
参
加
者
は
興
味
深
く
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

歴
史
を
学
び
歩
く

奥
大
山
古
道
ウ
ォ
ー
ク

▲奥大山古道の歴史に興味深々の参加者

▲迫力ある神楽に会場は大盛り上がり

　ゴ
ー
ル
の
御
机
集
落
で
は
、
集
落
の
方

が
団
子
汁
や
お
に
ぎ
り
な
ど
を
振
る
舞
い
、

参
加
者
を
お
も
て
な
し
。
ま
た
、
下
蚊
屋

分
校
に
会
場
を
移
し
下
蚊
屋
荒
神
神
楽
を

堪
能
。
江
府
町
の
魅
力
が
た
く
さ
ん
詰
ま

っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　参
加
者
は
イ
ベ
ン
ト
の
感
想
と
し
て

「
と
て
も
充
実
し
た
内
容
に
大
満
足
。
来

年
も
必
ず
参
加
し
た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

　11
月
３
日
、
奥
大
山
ス
キ
ー
場
特
設

会
場
で
奥
大
山
美
味
い
も
ん
祭
と
、
と

っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
奥
大
山
オ
ー
タ
ム
フ

ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雨
模
様
に

も
関
わ
ら
ず
会
場
に
は
多
く
の
来
場
者

が
訪
れ
、
地
元
江
府
町
の
食
材
を
活
か

し
た
料
理
や
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
バ
ー
ガ
ー
を
求
め
て
賑
い
ま
し
た
。

　地
元
の
食
材
を
活
か
し
た
出
店
で
は
、

冷
え
た
体
を
温
め
る
豚
汁
や
ジ
ン
ジ
ャ

ー
ス
ー
プ
の
ほ
か
、
定
番
の
大
山
お
こ

わ
、
具
だ
く
さ
ん
の
お
で
ん
、
特
産
品

の
奥
大
山
こ
ん
に
ゃ
く
を
使
っ
た
こ
ん

に
ゃ
く
田
楽
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
の
方
は
「
た
く
さ
ん
食
べ

物
が
あ
る
の
で
、
一
緒
に
来
た
家
族
と

少
し
ず
つ
買
い
集
め
て
楽
し
ん
で
ま
す
。

お
腹
い
っ
ぱ
い
で
大
満
足
。
」
と
話
し

ま
し
た
。

　ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
た
と
っ
と
り

バ
ー
ガ
ー
奥
大
山
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ

に
は
、
10
月
に
行
わ
れ
た
『
と
っ
と
り

バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
』
の
上
位
入
賞
者

も
出
店
す
る
な
ど
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
が
販
売
さ
れ
、
人

気
店
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

▲奥大山の美味いもんを求め多くの来場者が集まりました

▲体も温まるきのこ汁の販売

▲とっとりバーガーフェス
　タでも大人気の京都九条
　ネギバーガー。目の前で
　調理され、香ばしい香り、
　焼きあがる音が食欲をそ
　そります。

▲かつては後醍醐天
　皇にも振る舞った
　とされる御机の団
　子汁で参加者をお
　もてなしする集落
　のみなさん
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島
倉
千
代
子
さ
ん
を
し
の
ぶ裏

大
山
小
唄

　懐
か
し
く

　岡
田
京
三
さ
ん
（
貝
田
、
満
88
歳
）
が

高
齢
者
叙
勲
で
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　岡
田
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
７
月
に
江
府

町
議
会
に
初
当
選
し
て
以
来
12
年
間
、
豊

富
な
農
業
経
験
と
卓
抜
な
る
見
識
を
も
っ

て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
60
年
か
ら
62
年
ま
で
の
間
、

江
府
町
副
議
長
と
し
て
、
わ
か
と
り
国
体

の
開
催
に
携
わ
る
な
ど
、
町
制
の
発
展
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章
に
輝
く

岡
田
京
三
さ
ん

き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

▲町長から伝達を受ける岡田さん

　岡
田
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
岡
田
竹
男
さ

ん
も
勲
章
を
受
章
さ
れ
て
お
り
、
親
子
二

代
に
わ
た
っ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　12
月
３
日
に
町
長
か
ら
伝
達
を
受
け
る

と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
88
歳
に

な
り
、
一
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
き
ま
す
が
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

※

高
齢
者
叙
勲
と
は

　春
秋
叙
勲
に
よ
っ
て
勲
章
を
授
与
さ
れ

て
い
な
い
功
労
者
に
対
し
て
、
年
齢
満
88

歳
に
達
し
た
機
会
に
与
え
ら
れ
る
勲
章

　11
月
14
日
、
江
府
町
役
場
で
島
倉
千

代
子
さ
ん
を
し
の
ぶ
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
島
倉
さ
ん
は
江
尾
十
七
夜
で
お
な

じ
み
の
「
裏
大
山
小
唄
」
を
歌
わ
れ
る

な
ど
、
江
府
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
で

す
。
こ
の
日
は
当
時
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
写

真
の
表
紙
を
飾
っ
た
踊
り
子
の
方
３
名

と
商
工
会
副
会
長
、
文
化
協
会
会
長
が

出
席
。
当
時
の
思
い
出
に
つ
い
て
語
り

ま
し
た
。

　ジ
ャ
ケ
ッ
ト
写
真
の
撮
影
は
、
鍵
掛

峠
の
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
役
場
の
職
員

が
踊
り
を
担
当
し
ま
し
た
。
「
撮
影
日

は
天
候
が
よ
く
、
暑
い
中
何
度
も
撮
り

直
し
を
し
た
」
と
い
っ
た
話
か
ら
「
当

日
は
盲
腸
で
お
腹
が
痛
く
、
腰
を
曲
げ

る
踊
り
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
」
な

ど
貴
重
な
裏
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　ま
た
文
化
協
会
の
手
島
会
長
は
「
こ

の
歌
が
生
ま
れ
た
の
は
昭
和
43
年
。
当

時
は
こ
れ
か
ら
江
府
町
の
観
光
を
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
が
生
ま
れ
始

め
た
こ
ろ
で
、
島
倉
さ
ん
は
江
府
町
の

観
光
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
」
と

話
し
ま
し
た
。

▲裏大山小唄のレコードを前に当時を振り返る

▲当時踊り子を務めた皆さん（左から
　大塚さん、井上さん、関内さん）

▲裏大山小唄のジャケ
　ット。レコードは完
　成当時に全戸配布さ
　れました。
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　11
月
17
日
（
日
）
、
大
阪
市
弥
生
会
館
に
お
い
て
「
平

成
25
年
度
奥
大
山
江
府
町
関
西
交
流
会
」(

河
上
勲
会
長)

を
開
催
し
、
関
西
在
住
の
本
町
出
身
者
及
び
そ
の
ご
家
族

の
方
々
11
名
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　前
半
の
総
会
で
は
、
新
中
学
校
校
舎
の
建
設
等
の
江
府

町
の
近
状
報
告
を
行
い
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
様
々
な
ご

提
言
や
改
善
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　後
半
の
懇
親
会
で
は
、
お
互
い
の
近
況
を
報
告
し
合
っ

た
り
、
故
郷
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

途
中
、
河
上
会
長
に
よ
る
大
正
琴
の
披
露
な
ど
も
あ
り
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
想
う

　11
月
15
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
米

子
法
人
会
主
催
に
よ
る
寄
席
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
初
め
に
落
語
家

　露
の
新
治
（
つ

ゆ
の
し
ん
じ
）
さ
ん
に
よ
る
落
語
が
あ
り
、

愉
快
な
話
や
笑
い
を
通
し
て
人
が
持
つ
偏

見
や
無
責
任
さ
を
あ
げ
、
人
と
し
て
あ
る

べ
き
姿
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
続
い
て
行

わ
れ
た
豊
来
家
板
里
（
ほ
う
ら
い
や
ば
ん

り
）
さ
ん
に
よ
る
太
神
楽
曲
芸
で
は
、
西

日
本
で
７
人
し
か
業
師
が
い
な
い
傘
回
し

や
バ
ラ
ン
ス
芸
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　11
月
16
日
・
17
日
の
２
日
間
、
神
戸
市
魚
崎
町

協
議
会
32
名
が
江
府
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
初
日
は

サ
ン
ト
リ
ー
奥
大
山
ブ
ナ
の
森
工
場
や
俣
野
川
発

電
所
を
見
学
し
、
２
日
目
に
は
江
府
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
皆
さ
ん
と
せ
せ
ら
ぎ
公
園
で
交

流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
魚
崎
町
の
方
は
、
初
め

て
の
コ
ー
ス
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
両
町
入
り
混

じ
っ
て
の
団
体
戦
と
あ
っ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
で
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
中

に
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
す
る
方
も
あ
り
、

大
盛
り
上
が
り
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

笑
い
と
妙
技
の
共
演

米
子
法
人
会

　露
の
新
治
寄
席

　11
月
24
日
、
江
府
町
交
通
安
全
指
導
員
の
皆

さ
ん
が
、
俣
野
地
区
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。
毎
年
行
っ
て
い
る
こ
の
活
動
で

は
、
見
え
に
く
く
な
っ
た
ミ
ラ
ー
の
清
掃
と
、

交
通
設
備
の
不
備
や
破
損
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　俣
野
地
区
の
清
掃
は
４
年
ぶ
り
で
、
長
年
た

ま
っ
た
し
つ
こ
い
汚
れ
な
ど
を
一
つ
一
つ
丁
寧

に
掃
除
し
、
30
基
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
見

通
し
の
悪
い
場
所
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
ミ

ラ
ー
。
交
通
事
故
の
な
い
町
に
な
る
よ
う
、
想

い
を
こ
め
て
磨
き
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
で
安
全
な
交
通
を

江
府
町
交
通
安
全
指
導
員

奥
大
山
江
府
町
関
西
交
流
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流
深
め
る

神
戸
市
魚
崎
町
協
議
会
が
来
町

▲くすんだミラーをピカピカに清掃

▲露の新治さんの落語に大きな笑いが生まれた

▲渾身のショットの行方はいかに
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　11
月
10
日
、
日
野
高
校
黒
坂
校
舎
を
会

場
に
、
第
10
回
日
野
郡
新
そ
ば
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
野
郡
内
の
そ
ば
店

や
そ
ば
の
加
工
品
を
扱
っ
て
い
る
お
店
、

さ
ら
に
は
日
野
郡
内
の
新
鮮
野
菜
を
扱
う

生
産
団
体
の
ト
ラ
ッ
ク
市
な
ど
、
日
野
郡

の
お
い
し
い
も
の
が
勢
揃
い
!!
当
日
は
そ

ば
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
早
食
い
競
争
や
ざ
る

そ
ば
大
食
い
大
会
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
賑
や
か
な
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　日
頃
話
す
機
会
の
少
な
い
外
国
人
の
方
と
料
理
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
る
国
際
理
解
講
座
が
11
月
23
日
と
29
日
の
２
日

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
は
佐
々
木
ナ
ー
ム

フ
ォ
ン
さ
ん
（
洲
河
崎
）
に
よ
る
、
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
や
、

パ
ッ
ガ
パ
オ
ピ
ッ
ク
と
い
う
豚
肉
と
野
菜
の
ピ
リ
辛
炒
め
の

料
理
を
学
び
ま
し
た
。
第
２
回
は
櫃
田
京
子
さ
ん
に
よ
る
キ

ム
チ
の
タ
レ
作
り
。
本
場
韓
国
の
レ
シ
ピ
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
初
め
て
キ
ム
チ
づ
く
り
を
体
験
す
る
方
も

い
て
「
思
っ
た
よ
り
簡
単
で
、
す
ぐ
で
き
る
の
で
家
で
も
や

り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
最
後
は
出
来
た
て
の
キ
ム
チ
を

使
っ
た
キ
ム
チ
鍋
で
温
ま
り
ま
し
た
。

日
野
郡
の
そ
ば
が
集
結
！

第
10
回
日
野
郡
新
そ
ば
ま
つ
り

▲受賞者のみなさん

　11
月
20
日
（
水
）
、
子
供
の
国
保
育
園
の
年
長

児
が
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
方
々
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

　初
め
に
身
支
度
の
必
要
さ
、
包
丁
の
扱
い
方
な

ど
の
話
を
聞
き
、
「
ハ
ン
バ
ー
グ
」
と
「
ご
ろ
ご

ろ
サ
ラ
ダ
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
包
丁
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
に
お
母
さ
ん
は
ハ
ラ
ハ
ラ
。
思
わ
ず
手

が
出
そ
う
で
し
た
が
、
包
丁
を
持
つ
の
は
、
２
度

目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
上
手
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　完
成
後
は
、
話
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
、
親
子
で

お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

上
手
に
で
き
た
よ
！

　
　親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

異
文
化
の
料
理
を
伝
授

Ｉ
Ｅ
Ａ
江
府

　国
際
理
解
講
座

　日
野
郡
で
一
番
お
い
し
い
お
米
を
決
め
る

『
第
11
回

　日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
』
。

会
場
の
『
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
村
ア
ス
パ
ル
」(

日

吉
津
村)

に
来
店
さ
れ
た
約
２
０
０
名
の
消
費

者
が
、
一
口
サ
イ
ズ
の
お
に
ぎ
り
を
食
べ
、
美

味
し
い
と
感
じ
た
お
米
に
投
票
し
ま
し
た
。
出

品
総
数
２
２
０
点
の
中
で
見
事
に
最
優
秀
賞
を

獲
得
し
た
の
は
日
南
町
の
船
越

　勲
さ
ん
で
し

た
。
ま
た
江
府
町
か
ら
は
末
次
輝
夫
さ
ん(

杉

谷)

が
優
秀
賞
、
河
上
宏
史
さ
ん(

杉
谷)

が
奨
励

賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

江
府
町
か
ら
ダ
ブ
ル
受
賞
!!

第
11
回
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト

▲キムチの本場韓国では白菜１枚１枚にタレを浸み込ませます
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鳥取県日野地区連携･共同協議会

郡内他町のイベント情報

除雪に関するお問合せは　建設課（電話75－3306）まで。

日南町

12月21日オープン!!

花見山スキー場花見山スキー場 西日本屈指のロングコースからハイレベルな斜度のコースまでビギナー、マニア、
   すべてのＳＮＯＷピープルが楽しく自由に遊べるＳＮＯＷ ＧＲＯＵＮＤ花見山
　  大自然の中で最高の滑りをお楽しみください！

西日本屈指のロングコースからハイレベルな斜度のコースまでビギナー、マニア、
   すべてのＳＮＯＷピープルが楽しく自由に遊べるＳＮＯＷ ＧＲＯＵＮＤ花見山
　  大自然の中で最高の滑りをお楽しみください！

西日本屈指のロングコースからハイレベルな斜度のコースまでビギナー、マニア、
   すべてのＳＮＯＷピープルが楽しく自由に遊べるＳＮＯＷ ＧＲＯＵＮＤ花見山
　  大自然の中で最高の滑りをお楽しみください！

リフト営業時間　８：００～１７：００

収容台数　１０００台 全日駐車無料

【お問い合せ】花見山観光株式会社　 鳥取県日野郡日南町神戸上３８０４-１０

 　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＴＥＬ ０８５９-８３-０４５６

リフト料金、各種レンタル料金、

コースの滑走可否情報は

ホームページでご確認ください

http://www.hanamiyama.co.jp/

日野振興センターだよりで鳥取県日野地区連携・共同協議会の取り組みを紹介しています！
　日野郡３町と県が連携・共同して様々な分野で課題解決に向けて取り組んでいる本協議会。「日野振興センタ

ーだより　No.3」(12月下旬に各戸配布予定)にて本協議会の取り組みを紹介していますので、ぜひご覧ください。

★日野郡内のイベントについてもっと知りたい方は、各
町ホームページと日野振興センターホームページに掲載
されている「日野郡３町イベントカレンダー」をご覧く
ださい。
（http://www.pref.tottori.lg.jp/hino-events/）

◆お知らせ◆

目印はコレ！→

雪の季節です！

除雪作業にご理解とご協力をお願いします除雪作業にご理解とご協力をお願いします

　今年も雪の季節がやってきました。
　町では、積雪量がおおむね15cm以上観測されたときに除雪
車が出動します。
　みなさんの快適なくらしを守るため、きめ細かな除雪に努
めますが、スムーズな除雪作業行うためには町民のみなさん
のご理解とご協力が必要です。
　一人一人が生活や交通のルールとマナーを守り、安全な冬
を過ごしましょう。

　作業中の除雪車に近づくことは大変危険です。特に
子どもは、運転席から見えないこともあります。絶対
に近づかないでください。

除雪車に近づかないで！
　路上に車両が駐車されていると、除雪作業を中断す
ることがあります。救急車など、緊急車両の通行の妨
げにもなりますので、路上駐車はしないでください。

路上駐車は除雪の大敵

　車庫前などの道路に、鉄板や木材、縁石などの障害
物を置かないでください。除雪作業の障害や除雪車の
事故の原因になり、危険です。なお、作業の支障とな
る倒木等がある場合、町で除去させていただくことが
あります。

道路の障害物は危険
　気象状況に応じて、坂道や交差点などに凍結防止剤
を散布していますが、急激な気象の変化には対応でき
ないことがあります。路面状況に合わせて安全運転を
心がけてください。

路面状況に応じた運転を

お知らせ－information―
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農業委員会だより

平
成
25
年
度
農
業
委
員
会
視
察
研
修
報
告
①

平
成
25
年
度
農
業
委
員
会
視
察
研
修
報
告
①

集
落
機
能
を
活
か
し
た
担
い
手
組
織
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
現
に
向
け
て

　高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
な
ど
で
、
展
望
が
描
け
な
い

集
落
・
地
域
が
増
え
て
い
る
。
将
来
に

わ
た
り
持
続
的
で
強
い
農
業
を
実
現
す

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
経
営
体
が
中

心
と
な
っ
て
地
域
農
業
を
引
っ
張
っ
て

い
く
の
か
。
集
落
・
地
域
が
抱
え
る
人

と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
５

年
後
10
年
後
の
地
域
農
業
の
あ
り
方
を

定
め
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
地
域
農

業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
」
を
作
成
す
と

い
う
国
の
政
策
で
あ
る
。

　江
府
町
で
も
平
成
24
年
度
に
集
落
説

明
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ

プ
ラ
ン
作
成
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
農
地
の
貸
し
手
が
か
な
り

増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
今
後

借
り
手
と
な
る
べ
き
経
営
体
を
ど
の
よ

う
に
育
成
・
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
先
進
地
の
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
内
容
、
担
い
手
と
な
る
経
営
体

の
育
成
・
運
営
と
集
落
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
調
査
、
研
修
を
行
っ
た
。

１
．
地
域
の
概
況

①
平
沼
田
集
落
は
山
口
県
南
西
部
に
あ

　る
山
陽
小
野
田
市
の
最
北
端
に
位
置

　す
る
山
間
地
集
落
で
、
狭
い
谷
あ
い

　に
農
地
が
並
ん
で
い
る
。

②
農
家
数
16
戸
、
農
地
面
積
約
19

　。

③
平
成
４
年
に
集
落
営
農
活
動
を
開
始

　し
、
こ
れ
ま
で
ほ
場
整
備
や
機
械
の

　共
同
利
用
に
取
組
ん
で
き
た
。 

④
約
２
年
前
よ
り
法
人
化
に
向
け
た
話

　し
合
い
を
開
始
し
、
平
成
24
年
４
月

　に
「
農
事
組
合
法
人
和
の
郷
（
な
ご

　み
の
さ
と
）
」
を
設
立
。

２
．
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
概
要

①
中
山
間
地
域
の
農
地
を
守
る
た
め

　集
落
営
農
の
法
人
化
を
図
り
、
限
ら

　れ
た
農
地
の
ほ
と
ん
ど
を
当
該
法
人

　に
集
積
す
る
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

②
中
心
経
営
体
は
農
事
組
合
法
人
「
和

　の
郷
」
で
、
農
地
集
積
面
積
は
16
・

　２
ha
（
集
積
率
85
％
）
。
中
山
間
地

　域
の
農
地
を
守
る
「
全
戸
参
加
型
法

　人
」
で
あ
る
。

　平
沼
田
集
落
で
の
説
明
者
は
、
法
人

　和
の
郷
代
表
村
上
理
事
と
美
祢
農
林

　事
務
所
農
業
部
主
査
安
良
田
普
及
員

　で
し
た
。

　本
年
の
農
業
委
員
会
視
察
は
、
平
成
25
年
10
月
23
日
か
ら
25
日
に

か
け
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
山
口
・
島
根
両
県
で
先

進
地
３
地
区
の
取
り
組
み
を
研
修
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
農
業
委

員
会
だ
よ
り
で
２
回
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
は…

ha

中
国
四
国
地
方
で
、
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
認
定
第
１
号
と
な
っ
た

集
落
法
人
プ
ラ
ン
。

第
１
の
事
例

山
口
県
山
陽
小
野
田
市

厚
狭
地
区

平
沼
田(

ひ
ら
ん
た)

集
落

山陽小野田市の位置図

み  

ね
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　法
人
化
の
目
的
は
、
「
将
来
的
に
住

み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
」
を
念
頭

に
し
て
永
続
性
の
あ
る
組
織
体
制
（
法

人
）
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
リ
ス
ク
を

避
け
、
「
儲
け
る
の
で
は
な
く
損
を
し

な
い
程
度
の
経
営
」
で
地
域
を
守
ろ
う

と
い
う
方
針
で
あ
る
。
法
人
経
営
の
特

徴
は
、
第
１
に
経
営
品
目
の
複
合
化
に

よ
る
経
営
安
定
に
あ
り
、
米
だ
け
で
は

収
益
性
が
低
い
の
で
、
小
麦
、
野
菜

飼
料
作
物
な
ど
を
生
産
し
経
営
の
安
定

を
図
っ
て
い
る
。
初
年
度
の
決
算
は
全

体
的
に
は
黒
字
で
あ
っ
た
が
、
補
助
金

を
除
け
ば
若
干
の
赤
字
と
な
る
。

　第
２
の
特
徴
は
構
成
員
全
員
参
加
の

農
作
業
。
た
と
え
ば
年
５
回
の
草
刈
り

や
水
管
理
は
高
齢
者
の
担
当
で
あ
り

畦
畔
の
面
積
割
で
労
賃
を
支
払
う
。
野

菜
は
女
性
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
る
。

つ
ま
り
法
人
は
み
ん
な
の
組
織
で
あ
り

賃
金
は
な
る
べ
く
多
く
の
人
に
支
払
う

よ
う
に
し
、
従
事
分
量
に
応
じ
て
可
能

な
限
り
支
払
っ
て
い
る
（
損
を
し
な
い

程
度
の
経
営
と
な
る
）
。

　第
３
は
将
来
を
見
据
え
た
後
継
者
育

成
に
あ
る
。
役
員
は
６
名
だ
が
、
そ
の

役
員
そ
れ
ぞ
れ
に
若
い
世
代
の
人
を
補

佐
役
に
任
命
し
て
い
る
。
補
佐
役
は
現

在
勤
め
て
い
る
人
で
も
今
か
ら
農
業
に

関
わ
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
か
ら
制
度
化
し
た
。

よ
っ
て
、
農
家
数
は
16
戸
だ
が
高
齢
者

や
若
い
世
代
も
取
り
込
ん
で
出
資
構
成

員
は
30
名
で
あ
る
。

　米
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
中

心
に
８
ha
栽
培
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど

構
成
員
が
こ
れ
ま
で
個
人
的
な
つ
な
が

り
の
あ
っ
た
消
費
者
へ
直
接
販
売
し
て

い
る
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
30
㎏
８
，
５
０

０
円
以
上
）
。
ど
こ
で
も
法
人
化
は
難

し
い
課
題
で
あ
る
が
、
平
沼
田
集
落
の

取
り
組
み
は
全
員
参
加
型
の
法
人
に
誘

導
す
る
な
ど
工
夫
が
見
ら
れ
、
合
意
形

成
が
よ
く
取
れ
て
い
た
。
ま
た
、
経
営

収
支
の
安
定
に
向
け
て
努
力
さ
れ
て
お

り
今
後
に
期
待
が
持
て
る
も
の
で
あ
っ

た
。　平

沼
田
集
落
は
農
家
戸
数
・
経
営
規

模
な
ど
本
町
の
多
く
の
集
落
と
共
通
し

た
部
分
が
あ
り
、
そ
の
取
組
は
大
い
に

参
考
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

農
業
委
員
会
総
会
（
11
月
）

審
議
案
件
す
べ
て
承
認

非
農
地
証
明
の
申
請

　
　
　
　
　
　１
件

農
地
法
第
３
条
所
有
権
移
転
申
請

　２
件

農
用
地
利
用
集
積
計
画

　
　
　
　
　８
件

12
月
の
農
地
相
談
会

全
国
農
業
新
聞
購
読
の
お
す
す
め

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日

　平
成
25
年
12
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

◎
場

　所

　江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

◇
旬
の
農
業
情
報
が
満
載
◇

●
カ
ラ
ー
版

　●
毎
週
１
回(

金
曜
日
発
行
）

●
１
ヶ
月
６
０
０
円

申
し
込
み
は
地
元
の
農
業
委
員
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　（
電
話

　75

－

６
６
２
０
）
へ

農業委員会だより

平沼田（ひらんた）集落の水田と米乾燥調製施設（中央）

平沼田公民館での研修の様子
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おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館 平　日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30

開館時間

まちの教育

　今年のテーマの「インターネットと人権」は、高齢者には馴染みがない話題だと心

配していましたが、実際には取り越し苦労でした。　

丁寧な準備があったから、話が進んだのだと思います。さらに、出向者が誠実に会に

向き合い、使命感を持ちながらも押しつけたり媚びたりすることがなかったことも良

かったと思います。かつては出向者の応答がマニュアルの記述そのままで、思いやり

どころか胸に重い槍の突き刺さる場面もありました。この頃は、経験者も新人も、自分の身の丈に合った言葉で話し

ています｡

　他の啓発の場では、出席者の顔ぶれも寂しくなりつつありますが、この会はなお健在です。集落の参会者が少なく

ても５名の出向者はきちんと顔を見せ、分担し合って特定の人に頼らないのが江府町の誇りです。出向元の各団体の

協力もまだ揺るぎがありません。

　小地域懇談会は懐の深い取り組みです。

　第１に、ふつうの懇談会は、行政や団体の職員が担当する内容に町民の理解を求めて各集落に出向きますが、小地

域懇談会は、たまたま選ばれた同じ立場の町民が、ふだん出向くことがない目的のために、ふだん話すことのない集

落の人達と交流します。町づくりにとって、これほど横に深く根を張る交流の場は、今のところありません。

　第２に、集落の中で、井戸端ではない改まった話のできる貴重な機会です。疎外される立場の人もその輪の中にい

るなら、なおさら素晴らしいでしょう。食事に例えれば、炭水化物に偏らず、蛋白質、ミネラルやビタミンも摂取で

きる生活です。

　第３に、出向者となる少なからぬ町民がこの懇談会があるために、他の学習の場にも顔を出し、学びを更新してい

ます。江府町の取り組みがなお他に劣らぬ質を保っている大きな理由です。

担当者を支える環境があるのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム　山彦

小地域懇談会への応援メッセージ

＊小説

　村上海賊の娘(上･下)／和田竜

　黒書院の六兵衛(上･下)／浅田次郎

＊一般書

　うかんむりのこども／吉田篤弘

　それでもわたしは山に登る／田部井淳子

　気づいたら100歳、だがね／ぎんさんの娘４姉妹

　この社会で戦う君に「知の世界地図」をあげよう／池上彰

　成熟力＊「45歳から」を悔いなく生きるリスタート！／齋藤孝

　天才・菊池寛＊逸話でつづる作家の素顔／文藝春秋･編

　老後の健康＊医者だけが知っている新しい常識／文藝春秋･編

＊児童

　大天狗先生のマル秘妖怪学入門／富安陽子

　トリシアは魔法のお医者さん!!(６)／南房秀久

＊絵本

　あのな、これはひみつやで！／くすのきしげのり

　まくらのせんにん＊さんぽみちの巻／かがくいひろし

　まくらのせんにん＊そこのあなたの巻／かがくいひろし

　れいぞうこのなかのなっとうざむらい／漫画兄弟

　おふろのくまちゃん／シャーリー・パレントー

　きもち／ジャナン・ケイン

★★　休館日のお知らせ　★★

〈おばあさんは魔法使い〉
　子どものころ、おばあさんは、はかり知れない力を秘

めた、奥深い知恵のかたまりのような人に思っていまし

た。なんでも知っていて、どんなことにもあわてず対処

できる魔法を知っている人のように思えたのです。

　　――田村セツコ『すてきなおばあさんのスタイルブック』より

　女性初のイラストレーターとして、1960年代、少女向け雑
誌の表紙や挿絵で活躍した田村セツコ氏。「カワイイ」と
「おしゃれ」と「ステキ」を知り尽くし、少女文化をリード
してきた著者が、愛らしいファッションや明るい生き方につ
いてご案内いたします。

★ 今月のおすすめの一節 ★ ★ 今月の新着図書 ★

　12月30日(月)～1月4日(土)は、年末年始の

ため閉館いたします。休館日と返却予定日が

重なる場合は、開館初日の1月5日(日)まで貸

出期間が延長されます。館外設置の返却ポス

トもご活用ください。

　本年もたくさんのご利用、誠にありがとう

ございました。来年もよろしくお願いいたし

ます。
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まちの教育

　11
月
10
日
（
日
）
運
動
公
園
総
合
体
育
館
に
て
、
第
52
回
江
府
町
卓
球
大
会

（
小
学
生
・
地
域
の
部
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
９
名
・
個
人
23
名
・

団
体
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
戦
い
ま
し

た
。　結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
★

　結

　果

　★

【
小
学
生
１
・
２
・
３
年
生
の
部
】

　
　
　優

　勝

　浜
田

　晃
平

　さ
ん

　
　
　準
優
勝

　吉
川

　恵
大

　さ
ん

　
　
　第
３
位

　山
本

　翔
葵

　さ
ん

【
小
学
生
４
・
５
・
６
年
生
の
部
】

　
　
　優

　勝

　浜
田

　恵
太

　さ
ん

　
　
　準
優
勝

　吉
川

　理
梨

　さ
ん

　
　
　第
３
位

　森
田

　
　響

　さ
ん

【
地
域
の
部
・
団
体
】

　
　
　優

　勝

　江
府
中
学
校

　チ
ー
ム

　
　
　準
優
勝

　新
町
一
丁
目
Ｂ

　チ
ー
ム

【
地
域
の
部
・
個
人
】

　
　
　優

　勝

　下
原

　佑
太

　さ
ん

　
　
　準
優
勝

　藤
田

　憲
幸

　さ
ん

　
　
　第
３
位

　井
上

　瑛
介

　さ
ん

　
　
　
　
　
　
　山
川

　達
矢

　さ
ん

第
52
回
江
府
町
卓
球
大
会

（
小
学
生
・
地
域
の
部
）

第
52
回
江
府
町
卓
球
大
会

（
小
学
生
・
地
域
の
部
）

各部門で優勝したみなさん

掲示発表の様子

　鳥取県社会教育振興大会が10月29日（火）に米子コンベンションセンターで開かれ、「明

徳学園」の活動について、掲示発表を行いました。

　江府町の「明徳学園」は、町内のおおむね65歳以上の方を対象とした高齢者学級で月１回

開講し、様々な活動、交流をしています。

　会場内には、「明徳学園」が行っている視察研修、中学校との交流などの現在の状況やその

成果と課題など写真を使いながら解りやすく掲示。当日は社会教育関係者の注目を集めていま

した。

「明徳学園」について発表を行いました「明徳学園」について発表を行いました
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学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

「
家
庭
学
習
強
化
月
間
」
「
家
庭
学
習

が
ん
ば
り
カ
ー
ド
」
と
い
う
取
組
を
ご

存
知
で
す
か
。

　前
回
号
で
は
、
先
生
方
の
授
業
改
善

の
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も

達
は
学
校
で
の
授
業
だ
け
で
力
を
つ
け

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
ん
だ
こ
と

を
確
か
な
も
の
に
し
、
自
信
に
繋
げ
る

た
め
に
も
、
家
庭
で
の
学
習
は
大
切
で

す
。　江

府
中
学
校
で
は
、
５
・
10
・
２
月

を
「
強
化
月
間
」
と
し
、
江
府
小
学
校

も
時
期
を
合
わ
せ
て
「
が
ん
ば
り
カ
ー

ド
」
を
配
布
す
る
な
ど
、
小
中
が
連
携

し
て
家
庭
学
習
の
充
実
を
目
指
し
た
取

組
を
し
て
い
ま
す
。

　が
ん
ば
る
江
府
っ
子
達
に
、
家
庭
や

地
域
で
も
、
励
ま
し
の
声
か
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

　学
校
お
助
け
隊
は
、
主
に
３
つ

の
面
で
学
校
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　一
つ
目
は
、
環
境
整
備
支
援
。

こ
れ
ま
で
、
校
庭
の
除
草
作
業
や

花
壇
整
備
、
倉
庫
づ
く
り
な
ど
を

し
て
き
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
通

学
支
援
。
初
め
て
自
分
で
通
学
を

始
め
る
１
年
生
を
主
な
対
象
と
し

て
、
下
校
時
の
安
全
見
守
り
を
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、

学
習
支
援
。
地
域
の
伝
統
芸
能
を

教
え
た
り
、
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
た
り
し
て
、
子
ど
も
達
の
学
び

を
広
げ
る
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

先
月
号
で
お
伝
え
し
た
「
昔
か
ら

の
遊
び
紹
介
」
も
学
習
支
援
で
す
。

１
年
生
の
生
活
科
と
い
う
学
習
の

一
環
と
し
て
、
お
助
け
隊
が
支
援

を
し
ま
し
た
。

保・小・中連携だより保・小・中連携だより

がんばっています　家庭学習がんばっています　家庭学習

　こ
れ
か
ら
予
定
し
て
い
る
学
習

支
援
に
、
２
年
生
の
算
数
の
か
け

算
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
学
習
す

る
か
け
算
九
九
は
、
繰
り
返
し
が

大
切
で
す
。

　学
校
で
は
担
任
以
外
の
先
生
も

協
力
し
て
、
子
ど
も
達
の
練
習
の

場
を
多
く
設
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
お
助
け
隊
が
加
わ

る
こ
と
で
、
よ
り
練
習
の
場
を
確

保
し
、
子
ど
も
達
の
意
欲
を
高
め

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　こ
の
支
援
は
、
九
九
を
聞
い
て

サ
イ
ン
を
す
る
だ
け
。
特
別
な
技

能
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
学
校
の

お
助
け
を
し
て
く
だ
さ
る
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　☎
（
75
）
２
２
２
３

▲教わった遊びを学習発表会で披露する１年生

▲昨年のかけ算九九の聞き取り支援

　　　中学校の取組から
毎日の学習時間をグラフ化（上図）。
１か月間の取組の振り返りとして、
自己評価をしたり、家庭からコメント
をもらったりしています（右図）。

　　　　　小学校の取組から
家庭学習を「宿題」とそれ以外に分けで記
録。自主学習への意欲が高まるよう配慮し
た表（上図は低学年用）。

毎日の家庭学習時間のめやす

〇小学校低学年…30分

〇小学校中学年…45分

〇小学校高学年…60分

〇中学校…２時間以上（目標）

※中学校では、強化月間ということで、
少し高い目標を設定して取り組んでい
ます。



　江
府
町
民
プ
ー
ル
移
転
工
事

　

建
物
の
概
要

〇
構

　造

　
　鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

〇
設

　備

　
　25
m×

５
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　屋
根
の
無
い
屋
外
型
で
、

　
　
　
　
　
　更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
等

　
　
　
　
　
　を
完
備
。
ま
た
、
以
前
の

　
　
　
　
　
　町
民
プ
ー
ル
に
あ
っ
た
幼

　
　
　
　
　
　児
用
プ
ー
ル
も
備
え
ま
す
。

　江
府
中
学
校
新
築
工
事
は
平
成
26
年
３

月
末
、
町
民
プ
ー
ル
移
転
工
事
は
平
成
26

年
２
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
急

ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　江
府
中
学
校
新
築
工
事

　

建
物
の
概
要

〇
構

　造

　
　鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建

〇
延
床
面
積

　３
，
１
８
２
㎡

〇
そ
の
他

　
　入
学
式
等
が
出
来
る
２
０
０

　
　
　
　
　
　人
収
容
可
能
な
多
目
的
ホ
ー

　
　
　
　
　
　ル
を
１
階
に
備
え
ま
す
。

中
学
校
と
町
民
プ
ー
ル
建
設
急
ピ
ッ
チ

中
学
校
と
町
民
プ
ー
ル
建
設
急
ピ
ッ
チ
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カーニ
ー先生のほのぼのコラム⑯

Hello everyone,
The leaves are changing colors now!  I enjoy looking at the mountains every day on my way to work to see how 
much the trees have changed color.  Soon, they will all be bare, and winter will be here.
In California, we don’t get very cold weather, so you can see people wearing shorts and short-sleeved shirts even 
during autumn and winter.  Sometimes I wore sandals when I went out with my friends!  But in Japan (and Kofu, 
especially), I have noticed that I have different sets of clothing for different seasons of the year.  I have spring 
clothes, summer clothes, autumn clothes, and winter clothes.  A few weeks ago, I was still wearing my summer 
clothes, but now, I am wearing my winter clothes.  I have come to love scarves and fuzzy hats.  I still don’t like 
gloves very much though.
I also have a new family member!  After much thinking, I decided to get a dog.  She is a Shiba-inu, and her name 
is Koebi.  I wanted to name her something so I remember this town after I go home.  Since I live in Ebi, and since 
my dog is small, I decided to name Koebi.  She is very cute!  Please say, “Hello” sometime!
Connie

みなさん、こんにちは。
この頃、葉っぱの色がどんどん変わっていますね。毎日仕事に行く途中に、山の木々がどのく
らい色を変えているのかを見て楽しんでいます。そろそろ全部の木の葉っぱが落ち、冬がやっ
て来ます。
カリフォルニアは、寒い気候ではないので、秋や冬でも人々はショートパンツや半袖シャツを
着ています。私も友達とどこかに出かける時、サンダルを履いたりします。しかし、日本（特
に江府町では）、季節によって違った服を着ないといけないということに気づきました。今で
は、春の服や夏の服、秋の服や冬の服も持っています。数週間前には、まだ夏の服を着ていま
したが、今は冬の服を着ています。私はマフラーやフワフワなぼうしも好きになりました。で
も、まだ手袋はあまり好きではありませんが…。
私の家に新しい家族の一員がやって来ました。じっくり考えた後で、犬を飼うことにしました。「小江尾」という名
前の柴犬です。私はアメリカの実家に帰った後でも、江府町のことを思い出させてくれる名前をつけたいと思いまし
た。私は江尾に住んでいるし小さいので、「小江尾」に決めました。彼女はとてもかわいいですよ。もし出会ったら
「ハロー」を言ってくださいね!
カーニーより

現在、２階部分を建設中です

現在、本体部分を建設中です
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江府町ふるさと納税

（平成25年11月末現在）

～たくさんの御寄付、ありがとうございます～

260件　3,882,000円

前年度比2.6倍！

　寄付の一種で、ふるさとのまちや、好きなまちなど、全国任意の自治体にふるさと納税という形で寄付を

すると、寄付金額に応じて所得税と住民税の控除が受けられる制度です。

　「ふるさと納税」は、遠く離れた場所からでもふるさとを応援することができます。この機会に是非江府

町を応援いただきますようお願いいたします。また、中学校や高校の同窓会など江府町出身者の方が集まる

予定がありましたら、ふるさと納税パンフレットなどをご用意いたしますので、役場奥大山まちづくり推進

課までお知らせください。

■奥大山まちづくり推進課　TEL：75－3222　FAX：75－3455　Mail：furusato@town-kofu.jp

■江府町ふるさと納税サイト　http://www.town-kofu.jp/p/2/1/7/12/

ふるさと納税制度とは？

　江府町では、昨年からふるさと納税された方に町特産品などを送るサービス

を行っています。1万円以上寄付された方が対象で、24種類（2,000円～

10,000円相当）の商品の中から好きなものをお選びいただきプレゼントします。

（3万円以上の方には2品）

寄付いただいた方へ特産品をプレゼント！

～年末年始、江府町に帰省される皆様へ～

お問合せ

�「恋するフォーチュンクッキー」は、作詞家秋元康
氏がプロデュースする女性アイドルグループ、ＡＫ
Ｂ48の楽曲で、誰でも簡単に踊れるダンスとして全
国的な盛り上がりを見せています。鳥取県の動画は、｠
｢見れば鳥取県へ行きたくなる｣をテーマに、県内全
19市町村の観光地でロケを行い、関係者など延べ
600名を超える方々が踊りを披露しています。
｠ 江府町からはダンスチーム「鳥取県奥大山江府町鍵
掛峠　やらぁいや　奥大山 」を急遽結成し、パワフ
ルなダンスで大山南壁を表現し、紅葉時期の鍵掛峠
で披露しました。
動画の閲覧は｢とっとり動画ちゃんねる｣へアクセス
http://www.pref.tottori.lg.jp/tottoridougachannel/

　巻頭特集では、江府

町の特集として奥大山

うまいもの大図鑑と題

し、10ページに渡って

奥大山の水やトマトケ

チャップ、大山おこわ

などが紹介されていま

す。

この機会に是非お買い

求めください。

■町内取扱所／江府町

観光協会、江府町役場奥大山まちづくり推進課、

総務課

■定価／１部300円（税込）

【問】江府町観光協会　☎75－6007

江府町特集として奥大山のうまいもの
を鳥取県情報誌が巻頭特集!!

鳥取県の奥深い話題満載！
県総合情報誌『とっとりＮＯＷ』
100号（12月１日発行）好評発売中！

AKB48の「恋するフォーチュンクッキ
ー」を踊る鳥取県バージョンの動画が
完成しました！
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　現在江府町では、ごみの減量とリサイクルを目的に

紙製容器包装紙を分別回収していますが、柔軟剤・洗

剤・石鹸・化粧品・線香・蚊取り線香・芳香紙・薬

品・香料などの臭いのついた紙は、処理工程の中で脱

臭することができず、リサイクルに適しません。

　臭いに個人差はありますが、臭いがついている紙製

品につきましては可燃ごみとして排出していただくよ

うリサイクルへのご協力よろしくお願いします。

　日頃よりごみの分別収集にご協力いただきありがと

うございます。

　町報９月号でもお知らせしていますが、伯耆町にあ

るリサイクルプラザが平成26年１月中旬から３月中旬

まで大規模な改修に入ります。これに伴い、江府町で

は不燃ごみ・不燃性粗大ごみの収集を同期間停止しま

す。この期間は搬入ができません。停止期間までは月

曜から金曜（祝日を除く）の午前8：30～午後4：00

まで個人で搬入することもできます。搬入の際は町の

分別区分と同様で搬入手数料もかかりますのでご注意

ください。町の不燃ごみ収集は次回の１月６日と７日

をもって不燃ごみ収集は停止期間に入りますので、整

理のほどよろしくお願いします。

紙製容器包装紙の分別について

不燃ごみ収集停止期間のお知らせ

平成26年１月から個人で事業（農業を含む）や不動産
貸付等を行う全ての方は、記帳と帳簿等の保存が必要
となります。

　今年の8月末を締め切りに、日野郡消費者いろはカル
タの読み札を募集しました。江府町の方からもご応募
いただき、ありがとうございました。
　カルタは､各集落に1セットずつを1月に配布予定です。
力作ぞろいですので、完成を楽しみにお待ちください。

※詳しくは「日野振興センターだより　No.3」（12月下旬に各
戸配布予定）にて本協議会の取り組みを紹介していますので、
ぜひご覧ください。

詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。
（http://ｗｗｗ.nta.go.jp）

（「個人で事業を行っている方の帳簿の記載・記録の保存につ
いて」をご覧ください。）

税務署では、記帳・帳簿等の保存制度の概要
や記帳の仕方等を説明する「記帳説明会」を
実施致します。
※説明会への出席を希望される方は、米子税
務署記帳指導担当までお問い合わせください。
　電話(0859)57－3338

記帳・帳簿等の保存制度の対象者拡大

日野郡消費者いろはカルタただいま作成中！

鳥取県日野地区連携･共同協議会
この記事は日南町、日野町、江府町、日野振興センターが連携・
共同して鳥取県日野地区連携・共同協議会の取り組みに関連する
情報を発信しています。今回は消費者行政の取り組みに関連する
情報の紹介です。

! !

奥大山スキー場でリフレッシュ！

リフト割引券情報リフト割引券情報
　　町民のみなさま限定
　　リフト１日券を３枚まで進呈（中学生以下は５枚）
　　１日券　中学生　4,000円→1,300円　小学生3,000円→1,000円
　　回数券（12枚綴）小・中学生　2,000円→800円

　　シーズン券早期予約販売割引
　　大人　40,000円→35,000円
　　小学生以下　30,000円→25,000円
　　※12月20日(金)までにお申し込みください。

　　15名以上の団体さま
　　リフト１日券及びレンタル料金　１割引（全員対象）
（例）リフト１日券　4,000円→3,600円　スキーセット　3,000円→2,700円

■問い合わせ先　奥大山スキー場管理課　☎77－2828
■アクセス情報　【町営バス】スキー場営業日のうち　土･日･祝日は､江尾駅～エバーランドまで運行(元旦を除く)
　　　　　　　　●江尾駅8時15分発→エバーランド8時42分着　●エバーランド16時26分発　江尾駅16時53分着
　　　　　　　　※ただし、12月21日から3月9日までの期間

奥大山スキー場でリフレッシュ！

日時：平成25年12月21日（土）

　　　　午前10時30分～

場所：奥大山スキー場

午前中は神事、餅まきなどを行います。
滑走可能な積雪があれば、午後よりリ
フト無料運転を予定しています。是非
お越しください。

リフト営業時間　8:30～17:00リフト営業時間　8:30～17:00

江府町スキー場開き祭
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①
「
鹿
児
島
県
奄
美
南
部
台
風
第
24
号
災
害
義
援
金
」

【
募
集
期
間
】
平
成
25
年
12
月
17
日
（
火
）
ま
で

【
受
付
方
法
】
郵
便
振
替

【
口
座
加
入
者
名
】

　日
赤
鹿
児
島
県
支
部
台
風
２
４
号
災
害
義
援
金

【
口
座
記
号
番
号
】

　０
０
９
８
０

－

４

－

２
０
２
５
１
４

②
「
千
葉
県
茂
原
市
台
風
26
号
災
害
義
援
金
」

【
募
集
期
間
】
平
成
25
年
12
月
31
日
（
火
）
ま
で

【
受
付
方
法
】
郵
便
振
替

【
口
座
加
入
者
名
】

　日
赤
千
葉
県
茂
原
市
台
風
26
号
災
害
義
援
金

【
口
座
記
号
番
号
】

　０
０
１
２
０

－

５

－

７
９
０
４
８
１

③
「
２
０
１
３
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
救
援
金
」

【
募
集
期
間
】
平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

【
受
付
方
法
】
郵
便
振
替

【
口
座
加
入
者
名
】
日
本
赤
十
字
社

【
口
座
記
号
番
号
】
０
０
１
１
０

－

２

－

５
６
０
６

＊
受
領
証
希
望
の
際
は
通
信
欄
に
「
受
領
証
希
望
」
と

　明
記
す
る
こ
と
。

＊
郵
便
局
窓
口
で
の
取
扱
い
の
場
合
、
振
替
手
数
料
は

　免
除
さ
れ
ま
す
。

＊
こ
の
義
援
金
・
救
援
金
に
は
税
制
上
優
遇
措
置
が
あ

　り
ま
す
。

＊
日
本
赤
十
字
社
本
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.jrc.o

r.jp

日
本
赤
十
字
社
か
ら
台
風
災
害
に

と
も
な
う
義
援
金
受
付
の
お
知
ら
せ

江府町職員募集のお知らせ江府町職員募集のお知らせ
平成26年4月1日採用予定の職員を募集します。

　希望される方は、平成25年度第２回鳥取県西部町村職員採用資格試験が下記のとおり行われますので必ず

受験してください。

　　■　職種及び受験資格

　　■　第１次試験　　期　　日：平成26年1月19日(日)

　　　　　　　　　　　試験方法：（一般事務）教養試験、事務適性検査、性格診断検査、作文試験

　　　　　　　　　　　　　　　　（土木技師）専門試験、事務適性検査、性格診断検査、作文試験

　　■　第２次試験　　実 施 日：平成26年2月上旬に第1次試験合格者についてのみ行います。

　　　　　　　　　　　試験方法：口述試験

　　■　合格発表：平成26年2月中旬

　　■　合格から採用まで

　　　　合格者は、採用候補者名簿に一年間登載され、欠員があった場合にそのうちから採用が決定されま

　　　　す。したがって、合格者の全員が必ず採用されるとは限りません。採用候補者名簿に登録された方

　　　　を対象に、江府町職員採用試験を平成26年2月下旬に行います。

　　■　受験申込期間等　平成25年12月11日(水)～平成26年1月8日(水)午後5時まで

　　　　申込み用紙は平成25年12月11日(水)から江府町役場又は西部町村会事務局で受領してください。

　　　　郵送の場合、1月8日（水）までに西部町村会に必着のこと。

　　■　受験申込み先　　西部町村会事務局　　米子市麹町1丁目160　 西部総合事務所　新館2階　

　　■　受験申込み用紙の請求・お問合わせ先　

　　　　江府町役場　総務課　75－2211  西部町村会事務局　0859－22－2049

職　種　　土木技師

職　種　　一般事務

鳥取県内の市町村在住者又は出身者で、昭和53年４月２日以降に生ま

れた人で、２級土木施工管理技術検定試験における「学科試験のみ」

の受験資格をあたえられた人又は測量士補・測量士・技術士建設部

門・土木施工管理技士のいずれかの資格を有するか平成26年３月31日

までに取得する見込のある人。

江府町在住者又は出身者で、昭和53年4月2日から平成8年4月1日まで

に生まれた人



21 平成25年12月号

お知らせ－information―

食

改
おすすめ

チャレンジクッキングチャレンジクッキング

揚げない大学芋
材料
さつま芋　　　　１本
バター　　　大さじ３
砂糖　　　　大さじ３

お芋のおいしい季節になりました。この大学いもは油
で揚げません。バターの量が多いので焦げ付きにくく
簡単に作ることができます。
芋をやや小さめに切ると早く仕上げることができます。
　　　　　　　　　　　　（食生活改善推進協議会）

作り方
①　さつま芋はきれいに洗い乱切りにする。
②　フライパンに、バター、砂糖、①のさつま芋を入れふたをし、中火で加
　　熱する。ぱちぱち音が大きくなったら弱火にして10分程度加熱する。
③　芋に竹串がすっと刺されば全体をさっと混ぜ、器に盛る。
④　好みでゴマをかける。

一人分栄養量 エネルギー　148kcal

　　　　　　 食塩相当量　0.6ｇ

（12月）

ミツバチを飼育されている皆様へ 12月10日から12月19日は
年末の交通安全県民運動です！～飼育届の提出をお願いします～

　12月10日から12月19日の間は、年末の交

通安全県民運動が行われています。

　普段以上に交通ルールを意識して、一旦停

止で必ず止まる、シートベルトを着用する、

飲酒運転は絶対にしないなど、安全運転を心

がけましょう。

【今回の運動の重点】

・子どもと高齢者の運転事故防止

・飲酒運転の根絶

・チャイルドシートと全ての座席のシートベ

　ルト着用を徹底

・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の

　交通事故防止

　養蜂振興法が一部改正され、養蜂業者の方だけでな

くミツバチを趣味で飼育されている方も、毎年１月中

に飼育状況および飼育計画を提出していただく必要が

あります。

＊提出先及び飼育届の様式が、昨年とは変更となってい

ますので、御注意ください。

届出先：〒689－4503　日野郡日野町根雨140－1

　　　　西部総合事務所日野振興センター日野振興局

　　　　農林業振興課（電話0859－72－2005）

＊問い合わせは、鳥取県西部家畜保健衛生所

　　　　（電話0859－62－0140）でも受け付けます。

提出期限：１月31日（金）

届出様式は鳥取県庁畜産課ホームページからダウン

ロードできます。

http://www.pref.tottori.lg.jp/66459.htm

　また、届出先である西部総合事務所日野振興セン

ター日野振興局農林業振興課でも配布しています。



 鳥インフルエンザはカモなどの渡り鳥が大陸か

ら運んでくると考えられています。

 これから渡り鳥が多く飛来する時期になるので、

以下の点に注意していきましょう。

１．鳥の様子を毎日観察し、餌や飲み水は毎日　

新鮮なものを与え、野鳥の飛来する河川や池　の

水を与えることはやめましょう。

２．野鳥との接触を避けるために放し飼いはや　

めて鳥小屋の中で飼育しましょう。

３．鳥小屋は清潔にして、定期的に消毒しまし　

ょう。

４．原因が分からないまま、次々と鳥が死んで　

しまうなどの異常が見られましたら、下記ま　で

ご連絡ください。

　なお、鳥インフルエンザは鶏卵や鶏肉を食べる

ことで人が感染することはありません。

■連絡先

・江府町役場農林課

　　（TEL：0859－75－6610）

・鳥取県西部家畜保健衛生所

　　（TEL：0859－62－0140）

・鳥取県西部総合事務所生活環境局生活安全課

　　（TEL：0859－31－9320）

鳥を飼育されている皆様へ
～鳥インフルエンザに注意しましょう～

お正月にかかせない「お餅」「しめ縄」

新鮮野菜盛りだくさん!!

開催日時：平成25年12月22日（日）

　　　　　午前９時～午後５時

場　　所：江府町特産物直売所「みちくさ」

　　　　　（江府町佐川）

特　　典：来場者にはとれたて野菜たっぷりの美

　　　　　味しい豚汁大サービス

◎みちくさの営業について

　12月20日までお正月のお餅の注文承ります。

　年内は12月29日（日）まで通常営業をおこな

い、新年１月10日（金）の初売りまで休業とな

ります。なお冬期間（４月12日まで）は毎週

金・土・日の3日間の営業で時間も9時～15時と

なりますのでご注意ください。

問い合せ先：佐川「みちくさ」電話75－2032

江府町特産物直売所

休業 休業

休業 休業

12月28日(土)

年末年始の閉庁・休館・休業について

江府町役場
江府町総合健康福祉センター
江府町教育委員会
子供の国保育園
江府町老人福祉センター
江府町防災情報センター
江尾診療所
江府町運動公園
江府町立図書館
ごみ処理施設クリーンセンターくぬぎの森
リサイクルプラザ
くみ取り業者　いづはら
江府町営バス
国道路線バス（日の丸自動車）

施 設 名 等 １月５日
（日）

１月４日
（土）

１月３日
（金）

１月２日
（木）

１月１日
（水）

12月31日
（火）

12月30日
（月）

12月29日
（日）

休診 休診

空欄は、通常業務を行っています。

午前 午後
12月27日(金)
午前 午後

※年末年始のごみ収集は分別収集カレンダーをご覧ください。

※役場では、閉庁日でも戸籍に関する届出（死亡届、婚姻届など）を受領します。
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閉庁 閉庁

閉庁 閉庁

閉庁 閉庁

閉庁 閉庁

閉庁 閉庁

休園 休園

休診

閉館 閉館

閉館 閉館

改装工事中

年末年始ダイヤで運行

運休運休

みちくさ晦市
みそか いち
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　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関で

お支払いください。なお、口座振替の方は、上記期限が振替日です。

◎
お
誕
生
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め
で
と
う

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
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別
）
（
保
護
者
）

御
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　女 
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利
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祈
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所
）
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（
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）
（
世
帯
主
）

柿

　原

　奥
田

　長
壽

　

 

83
歳
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恵
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和
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　妹
尾

　秀
樹
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本
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ご
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付
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会
福
祉
協
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会
に
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
11
月
分
）
敬
称
略

◎
見
舞
い
返
し
と
し
て

　
　助

　沢

　加
藤
す
み
子

　本
人
退
院

　
　池
の
内

　南
波
サ
チ
ヨ

　本
人
退
院

　
　栗

　尾

　筒
井

　早
苗

　本
人
退
院

　
　久

　連

　関
内

　崇
利

　本
人
退
院

◎
香
典
返
し
と
し
て

　
　柿

　原

　奥
田

　真
紀

　父
長
壽
死
去

　
　柿

　原
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中

　耕
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　母
須
奈
恵
死
去

　
　本
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一
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林
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治
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死
去

　
　下
蚊
屋

　大
岩
登
志
子

　母
操
死
去

　
　新
町
一

　原
田

　善
子

　母
篤
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人
の
動
き
11
月
届
（
敬
称
略
）

1月 JANUA RY12月 DEC EM B E R 行事カレンダー

今月の国民年金
納付期限 12月分　平成26年１月31日まで

応援ありがとうございます！

平成25
年

12月1日
現在

延申込件数 　260件
（前月比＋65件）

延寄付金額 388万円
（前月比＋80万円）

ふ る さ と 納
税

■まちの人口　3,293人（－14）
男　1,540人（－6）
女　1,753人（－8）

■世帯数　　1,117世帯（－1）

11月末現在（　　）は前月比

町 県 民 税 ４ 期
国民健康保険税７期
介 護 保 険 料 ７ 期
後期高齢者医療保険料６期

《12月の納税は》

納期限は12月25日(水)です。（口座振替は12月25日）

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

本町五丁目集会所

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

高齢者創作館

防災・情報センター

防災・情報センター

本町五丁目集会所

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

山村開発センター

防災・情報センター

13:00～15:00

～19:00

13:30～15:30

9:00～16:00

10:00～12:00

13:30～15:00

13:00～16:00

～19:00

9:30～16:00

13:00～16:00

14:00～15:30

18:00～20:30

10:00～12:00

13:30～15:30

13:00～17:00

14:00～17:00

13:30～15:30

9:30～11:30

13:30～15:30

～19:00

13:30～16:00

19:00～20:30

広域隣保活動（囲碁）

公民館講座（墨彩画）

消費生活相談窓口開設

公民館講座（大正琴）

もの忘れ外来

明徳学園

公民館講座（陶芸）

公民館講座（フラダンス）

公民館講座（生花）

江府小学校終業式

広域隣保活動（カラオケ教室）

公民館講座（和紙折紙）

公民館講座（押し花）

公民館講座（社交ダンス）

公民館講座（パッチワーク）

公民館講座（樹脂粘土）

江府中学校終業式

農地相談会

公民館講座（ヒップホップ）

補聴器修理相談会
（中国補聴器センター）

補聴器修理相談会
（トーシン補聴器センター）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

江尾駅周辺

本町五丁目集会所

役場本庁舎のみ

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

本町五丁目集会所

山村開発センター・日輪閣

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

9:30～

10:00～11:30

～19:00

9:30～11:30

13:30～15:30

13:00～16:00

10:00～12:00

～19:00

14:00～15:30

19:00～20:30

19:00～20:30

10:00～12:00

12:00～15:30

13:30～15:30

13:00～17:00

13:30～15:30

新春マラソン

新春書初大会

江尾の会

江府中学校始業式

公民館講座（書道）

江府小学校始業式

もの忘れ外来

家族の会

公民館講座（社交ダンス）

公民館講座（ヒップホップ）

公民館講座（生花）

広域隣保活動（パソコン）

平成26年成人式

公民館講座(絵手紙・油絵）

公民館講座（押し花）

公民館講座（パッチワーク）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

のんだら　のるな　のるなら　のむな

あとがき

▼江府町が生まれて60年。特集で10年間を振り返りま

　した。資料で使った昔の町報が読めば読むほど面白

　く、一向に作業が進みませんでした。

▼もうすぐお正月。各家庭でお雑煮に入る具材が違う

　ようで、一度食べ歩くような特集を組んでみたいも

　のです。くれぐれももちを詰まらせないよう、ゆっ

　くり味わって食べましょう。
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　12
月
、
町
民
の
皆
様
に
は
師
走
に
な
り

何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
年
を
振
り

返
る
月
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
７
月
15

日
に
過
去
最
大
の
雨
量
を
記
録
し
た
豪
雨
に

よ
り
大
き
な
災
害
を
受
け
ま
し
た
。
天
候

変
動
の
激
し
い
一
年
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
、
農
産
物
の
収
穫
で
は
、
そ
ば
、

大
豆
は
影
響
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
が

米
、
白
ネ
ギ
等
は
よ
か
っ
た
と
の
声
を
耳

に
し
ま
す
。

　さ
て
、
多
く
の
災
害
が
発
生
い
た
し
ま

し
た
が
、
現
在
そ
の
復
旧
に
向
け
て
の
工

事
等
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
６
０
０
か

所
を
超
え
る
災
害
個
所
が
あ
る
た
め
に
設

計
並
び
に
建
設
業
者
の
皆
さ
ん
も
限
り
が

あ
り
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
て
い
る
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
理
解
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今

後
の
住
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
し
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
７
月
の
災

害
対
応
を
検
証
す
る
意
見
交
換
会
を
12
月

３
日
各
区
長
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

７
月
豪
雨
の
意
見
交
換
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
多
く
の

課
題
も
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
出
さ
れ

た
課
題
を
整
理
し
て
防
災
、
災
害
対
応
に

生
か
し
て
、
町
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　い
よ
い
よ
今
年
も
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
、
町
民
の
皆
様
に
は
お
体
を
ご
自

愛
い
た
だ
き
元
気
に
師
走
を
お
過
ご
し
い

た
だ
き
新
し
い
年
を
お
迎
え
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

町

長

後

記

町

長

後

記

やんぐスマイルやんぐスマイル集え若人！集え若人！

米子屋旅館

　実家の旅館で配膳や接客の手伝いをしています。お客さんの様子を見ながら、料理を出すタイミング、下

げるタイミングを調整し、気持ちよくお食事いただけるよう意識しています。

　仕事をしていて嬉しいことは、「元気がいいね！」と言われたり、お客さんからお帰りの際に「よかった

よ」「おいしかったよ」と言われることです。お客さんに笑顔をもらうとやる気が出てきます。

　趣味は体を動かすこと。日頃からジムに行ったりして筋力トレーニングをしています。一番自信があるの

は胸筋です。

　江府町の好きな場所は江尾の街全体です。小さいころ街全体を使って鬼ごっこをした思い出があります。

懐かしい雰囲気でどこか落ち着くところも気に入っています。

　来年は必ず自分の目標を達成して見せます。どんな目標か気になる方は、お店に直接聞きに来てくださいね!

江本　慧さん
えもと けい

来年は必ず
　　目標を達成します！


